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医学研究センター

研究評価部門

椎橋　実智男
（部門長）

　研究評価部門の現在の主な活動は，本学独自の研究業績データベースシステム（「研究業績プロ」）の運用による，本学の
研究業績のデータベース化，および国立研究開発法人科学技術振興機構（JST：Japan Science and Technology Agency）が運
用する「データベース型研究者総覧 researchmap」と連携した研究業績の公開，教員の研究と診療の専門性に関するデータ
ベースの運用，人事考課における研究活動実績登録（研究のポイント制）の実施である．これらを通して，本学の研究活動
の発展に寄与すべく活動を続けている．以下に，令和 5 年度の活動状況を報告する．

1　研究業績データベースシステム（「研究業績プロ」）について
　1）概要

　「研究業績プロ」は，本学独自の研究業績データベースシステムで，本学の全研究者を対象に研究に関わる情報を蓄
積し，学内に公開するシステムである．
　https://mrc-gdd.saitama-med.ac.jp/smsap/P300
　（医学研究センターのホームページからもリンクあり）
令和 6 年 3 月現在，医学部と保健医療学部をあわせて 1,297 名の研究者が登録されている．利用（アクセス）の状況
を図 1 に示す．

　2）運用の状況（令和 5 年 4 月から令和 6 年 3 月まで）
　　 4 月　保健医療学部の教員に対する利用説明会の実施
　　 5 月　中央研究施設を利用した研究成果のデータの提出
　　 6 月　国際医療センターへの研究業績の提出
　　 7 月　人事考課のための研究活動実績登録データダウンロード
　　 8 月　大学病院への研究業績の提出（特定機能病院）

　3）researchmap とのデータ交換
　researchmap のシステムのバージョンアップに伴い，研究業績データベースシステムを停止することなくデータ交換
が可能となったため，令和 2 年 11 月より基本的に毎月初旬にデータ交換を実施している．

　4）外部データベースからの研究業績の取り込みの検討
　MEDLINE や Scopus など，外部データベースの研究業績を本学のシステムの研究業績データベースシステムに取り
込むことによる効率化と正確性の向上について検討を行った．令和 6 年度の実施をめざす．
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研究業績データベースアクセス数(2023/04～ 2024/03）
教授 准教授 講師 助教 助手 合計

共通
基礎医学
大学病院
総合医療センター
国際医療センター
保健医療学部
合計

研究業績データベースアクセス率
教授 准教授 講師 助教 助手 合計

共通
基礎医学
大学病院
総合医療センター
国際医療センター
保健医療学部
合計

2024-4-1現在

*　かわごえクリニックは総合医療センターに含む
*　特任教授は教授に、特任准教授は准教授に、特任講師は講師に含む
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図 1.


